
(別紙様式)

学校名

記載者名

１　自己評価を実施した人数

校　長 教　頭 事務長 教　諭 事　務 その他 計

実施人数 1 3 1 173 23 0 201

※その他

２　学校関係者評価を実施した人数

学校評議員 ＰＴＡ役員 その他 計

実施人数 5 0 0 5

※その他

３　外部アンケート等を実施した人数

保護者 生徒 その他 計

実施人数 200 130 0 330

※その他

４　学校評価結果の公表方法等（該当項目に○、複数回答可）

自己評価

学校関係者評価

５　令和３年度の学校評価を踏まえ、令和４年度改善した点　（いじめ問題に関すること等）

６　令和４年度の学校評価で明らかになった課題

７　令和４年度の学校評価を活かした令和５年度の改善点

　④PTAルームの周知と積極的活用、PTA活動の参画に努める

　⑤職場全体で働き方を考える場や機会の継続、改善策の具体的方法等の実施・改善に努める

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①ホームページ　②学校便り　③保護者への説明会　④その他（校内掲示、保護者紙面配布　）

①ホームページ　②学校便り　③保護者への説明会　④その他（校内掲示、保護者紙面配布　）

　②これまでのICT活用に加え、幼児児童生徒・職員１人１台のiPad配置・電子黒板等、活用の推進

　③自立活動流れ図作成、学びの履歴の確認、授業参観や資料等の提供、学部間を超えた拡大教科会の実施

　⑤安全衛生委員会にて、業務改善や負担軽減等を検討する場を設定、職員主体の機会を推進

　①出口専用門の活用と、保健安全部主任を中心とした連携体制等の継続実施と定着

　②個々の児童生徒に合わせた課題・宿題等の質、量の見直し

　②個々の実態の確認と授業展開、教科別指導の進捗などを鑑みた課題・宿題の設定の周知、取組に努める

　③個別の指導計画、年間指導計画等をふまえた基礎資料の活用と授業反映の推進に努める

　③今年度作成した引き継ぎ資料を活用し、円滑な教育課程、諸指導計画の実施に繋げる

　④感染症対策をふまえた新たなPTA活動の実施と連携

　⑤職員主体で働き方を考える機会、業務軽減の方法等、改善策の検討

　①幼児児童生徒、職員の安全確保、保護者、放課後事業所車両、来客用それぞれの効果的な交通誘導に努める

令和４年度学校評価の実施状況等調査

県立美咲特別支援学校

比嘉　淳

　①校内車両の混雑解消として、出口専用門の設置、保健安全部主任との連携体制の構築

　④創立５０周年記念事業に向けた保護者、教職員、地域等の連携


